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倉庫内の大切な財産を守るシャッターが、実は強風注意報レベルの風で意図も簡単に損壊してしまうという

衝撃の事実から、寺社の門扉で使用されている閂（かんぬき）をヒントに現代版閂を産学官連携の協力のもと

研究・開発。２００７年優れた性能と美しいデザイン性を持った製品が完成。 

「簡単・軽い・美しい」の三拍子揃った、女性からご年配の方まで幅広い層でご利用いただける製品。素材

に軽量アルミ合金を使用し、外部構造のアウターと内部構造のインナーの金属二重構造で、インナーをアウタ

ーから引き出し、倉庫（間口３ｍまで）の間口幅に合わせて長さを調整し、シャッターの内側からセットする。

ガイドレールとスラットの隙間に両端を差し込み、水平にセットするだけで、強風による損壊からシャッター

を守ることができる。 

消費者の皆様から多数のお問い合わせを頂いている。全国各地から多くの注文をいただき、２０００本以上

（平成２３年８月末現在）の売上を推移しており、未だ一件のクレームも生じていない。 
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